
三菱ケミカルホールディングス＜4188＞、子会社の田辺三菱製薬をTO
Bで完全子会社化

三菱ケミカルホールディングスは18日、子会社の田辺三菱製薬（東証１部上場）に対して完全子会社化
を目的にTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。現在の56.39％の持ち株比率を100％に引
き上げる。

田辺三菱製薬は2007年10月に、田辺製薬と三菱ウェルファーマが合併して誕生した企業で、合併時に
三菱ウェルファーマの親会社だった三菱ケミカルホールディングスが株式の過半数を保有した。

両社による知的財産や人材などの相互活用や、経営資源投入などの連携や協業が十分でないと判断、完
全子会社化によって研究開発費の増額や先行投資、技術交流などを進め相乗効果を高めることにした。

買付価格は1株2010円で、TOB公表の前営業日の終値1313円に53.08％のプレミアムを加えた。買付
予定数は2億4466万6211株で、買付代金は約4917億7900万円。買付予定数の下限は5767万731株。
応募株数が下限に満たない場合は、買い付けを行わない。

買付期間は2019年11月19日から2020年1月7日までで、決済開始日は2020年1月15日。買付代理人は
三菱UFJモルガン・スタンレー証券とカブドットコム証券。


